
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
前壁と、後壁と、これら両壁の上端部どうしを連結する連結壁とを備えてなり、
前壁に、この前壁を貫通する窓穴が設けられ、この窓穴内に、窓穴の下縁部から一体に張
り出した、携帯機器用ストラップを着脱可能に装着するためのフックが設けられているこ
とを特徴とする携帯機器用ストラップ装着具。
【請求項２】
窓穴は、前壁の下端部側部分に設けられ、かつ、その正面形状が略楕円形をなすものであ
り、フックは、窓穴の下縁部から上方へ略真っ直ぐに延びる１つの装着部と、この装着部
の上端部分付近から窓穴の上縁部および側縁部に沿って互いに反対側へ下端部分付近まで
湾曲状に延びる一対の抜止部とからなることを特徴とする請求項１記載の携帯機器用スト
ラップ装着具。
【請求項３】
前壁および後壁は、上端部から下端部までの距離が互いに略等しく形成され、さらに、前
壁の上端部側部分の前面に、このストラップ装着具の取り付けおよび取り外しの際に指を
掛けるための指掛け部が設けられていることを特徴とする請求項１または２記載の携帯機
器用ストラップ装着具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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この発明は、携帯機器用ストラップ装着具に関するものであり、さらに詳しくは、携帯電
話機、ＰＨＳ電話機、使い捨てカメラなどの携帯機器を保持するために、これらの携帯機
器のストラップを装着する携帯機器用ストラップ装着具に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、携帯電話機、ＰＨＳ電話機、使い捨てカメラなどの携帯機器は、各種のバッグや鞄
、あるいは衣服のポケットなどに入れて持ち運び、必要に応じて、バッグや鞄あるいはポ
ケットなどから取り出すようにして、使われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、これらの携帯機器は、バッグや鞄などから出し入れする際に手から滑り落ちる
ことがあった。また、上着の胸ポケットやズボンの横ポケットあるいは後ろポケットなど
に入れている場合には、前かがみになり上半身を低くして物を拾ったり靴紐を結んだりす
る際や、電車あるいは自動車の座席に腰を降ろしたり座席から立ち上がったりする際など
に、これらのポケットから滑り落ちることがあった。
【０００４】
この発明は、このような実情に鑑みてなされたものであり、これらの携帯機器のストラッ
プを装着し、このストラップを介して携帯機器を保持することで、これらの携帯機器がバ
ッグや鞄、あるいは衣服のポケットなどから滑り落ちるおそれを簡単かつ確実に防止する
ことのできる携帯機器用ストラップ装着具を提供することを課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
この発明によれば、前壁と、後壁と、これら両壁の上端部どうしを連結する連結壁とを備
えてなり、前壁に、この前壁を貫通する窓穴が設けられ、この窓穴内に、窓穴の下縁部か
ら一体に張り出した、携帯機器用ストラップを着脱可能に装着するためのフックが設けら
れていることを特徴とする携帯機器用ストラップ装着具が提供される。
【０００６】
この明細書において、「前」および「後」とは、この発明に係る携帯機器用ストラップ装
着具を所望箇所、すなわち、各種のバッグや鞄の袋部における口縁部分、あるいは衣服の
ポケットの口縁部分や腰ベルトの一部などに取り付けたときの前側および後側の位置をい
い、「上」および「下」とは、そのときの上側および下側の位置をいうものとする。
【０００７】
この発明に係るストラップ装着具は、携帯電話機、ＰＨＳ電話機、使い捨てカメラなどの
携帯機器を保持するために、これらの携帯機器のストラップを装着するものであり、所望
箇所に前壁および後壁で挟んだ状態に取り付けて用いられる。携帯機器の使用は、この発
明に係るストラップ装着具を所望箇所に取り付けた状態で行ってもよく、所望箇所から取
り外した状態で行ってもよい。また、ストラップは、通常はこのストラップ装着具に装着
した状態のままにしておくが、所望により、このストラップ装着具からいつでも取り外す
ことができる。
【０００８】
このストラップ装着具の材質としては、各種のプラスチックや金属などがあるが、製造の
容易性やコスト、製品の軽量性などを考慮すると、適切に選択したプラスチックがより好
ましい。
【０００９】
このストラップ装着具の形状や各種寸法、すなわち、前壁、後壁および連結壁の全体形状
や上下長さ（縦幅）・左右長さ（横幅）・厚さ、窓穴やフックの配設位置、形状、面積、
上下長さ・左右長さなどは、材質の種類や所望強度、製造の難易度や所望コストなどに応
じて任意に設定することができる。
【００１０】
窓穴は、前壁に、これを貫通した状態に設けられる。窓穴の位置（例えば、前壁の下部あ
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るいは上部）、形状（例えば、略円形あるいは略方形）、専有面積（例えば、前壁の前面
表面積の数パーセント～数十パーセント）、上下長さ・左右長さなどは、前記のように任
意である。なお、後壁には、所望により、１つあるいは複数の貫通穴や凹所あるいは薄肉
部を設けることで、ストラップ装着具の軽量化や低コスト化を図ることもできる。
【００１１】
フックは、携帯機器用ストラップを着脱可能に装着するための箇所である。すなわち、フ
ックは、ストラップの装着部分（折り返し部分）をフックの後面側に位置させ、それ以外
の部分を窓穴の下縁部から前壁の前面側へ位置させた状態に、あるいは、ストラップの装
着部分をフックの前面側に位置させ、それ以外の部分を窓穴の下縁部から前壁の後面側へ
位置させた状態に、ストラップを装着するための箇所である。
【００１２】
フックは、窓穴内に、窓穴の下縁部から一体に張り出した状態に設けられる。これは製造
の容易性（成形性）を考慮したためである。フックの位置（例えば、窓穴の下部あるいは
左右幅中間部）、形状（例えば、縦長長方形あるいは、下部が幅狭であり上部が幅広であ
る各種の形状）、面積（窓穴の専有面積の所定パーセント）、上下長さ（例えば、窓穴の
上下長さの所定パーセント）、左右長さ（例えば、窓穴の左右長さの所定パーセント）な
どは、前記のように任意である。また、窓穴の上縁部、側縁部および下縁部のそれぞれか
らフックの対応部分までの距離についても、材質の種類や所望強度、製造の難易度や所望
コストなどに応じて任意に設定することができる。
【００１３】
このストラップ装着具は、１つの実施の形態として、窓穴を、前壁の下端部側部分に設け
、かつ、その正面形状を略楕円形に構成し、フックを、窓穴の下縁部から上方へ略真っ直
ぐに延びる１つの装着部と、この装着部の上端部分付近から窓穴の上縁部および側縁部に
沿って互いに反対側へ下端部分付近まで湾曲状に延びる一対の抜止部とからなるように構
成することができる。
【００１４】
ストラップ装着具をこのように構成すれば、以下のような点で、いっそう有利である。
【００１５】
窓穴が前壁の下端部側部分にあることで、前壁のうち、窓穴の設けられていない上端部側
部分を主として所望箇所への取り付けおよび所望箇所における保持のために利用すること
ができるので、ストラップ装着具の同箇所への取り付けおよび同箇所における保持をより
確実に行うことができる。
【００１６】
また、窓穴の正面形状を略楕円形に構成したことで、他の正面形状、例えば略方形に構成
した場合に比べて窓穴の専有面積をできるだけ少なくすることが可能になり、前壁の強度
低下を極力、抑えることができる上、見栄えもよい。
【００１７】
さらに、フックを、このような特徴ある形状の装着部および抜止部からなるように構成し
たことで、フックの装着部に装着したストラップの抜け外れを抜止部により簡単かつ確実
に防止することができる上、デザイン的にも優れている。
【００１８】
このストラップ装着具は、前記１つの実施の形態／他の実施の形態として、前壁および後
壁を、上端部から下端部までの距離が互いに略等しくなるように形成し、さらに、前壁の
上端部側部分の前面に、このストラップ装着具の取り付けおよび取り外しの際に指を掛け
るための指掛け部を設けるように構成することができる。
【００１９】
ストラップ装着具をこのように構成すれば、以下のような点で、いっそう有利である。
【００２０】
前壁および後壁を、上端部から下端部までの距離が互いに略等しくなるように形成したこ
とで、前壁および後壁の上下長さが互いに略等しくなるので、これら両壁の上下長さが互
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いに異なる場合に比べて、所望箇所におけるストラップ装着具の保持をいっそうしっかり
行うことができる上、同箇所からのストラップ装着具の抜け外れをいっそう確実に防止す
ることができる。
【００２１】
また、前壁の上端部側部分の前面に、このストラップ装着具の取り付けおよび取り外しの
際に指を掛けるための指掛け部を設けたことで、このような指掛け部が設けられていない
場合に比べ、ストラップ装着具の所望箇所への取り付けおよび同箇所からの取り外しを指
掛け部と連結壁とを利用していっそう容易かつ確実に行うことができる。
【００２２】
この発明の別の観点によれば、携帯機器用ストラップと、このストラップが装着されるス
トラップ装着具であって、前壁、後壁、これら両壁の上端部どうしを連結する連結壁を有
し、前壁に、この前壁を貫通する窓穴が設けられ、この窓穴内に、窓穴の下縁部から一体
に張り出した、前記ストラップを着脱可能に装着するためのフックが設けられているスト
ラップ装着具とを備えてなる携帯機器取付装置が提供される。
【００２３】
このような携帯機器取付装置によれば、携帯機器用ストラップの備わっていない携帯機器
や、同ストラップを紛失したり損傷したりした携帯機器を、所望箇所、すなわち、各種の
バッグや鞄の袋部における口縁部分、あるいは衣服のポケットの口縁部分や腰ベルトなど
に、ストラップ装着具の前壁および後壁で挟んだ状態に取り付けることができる。
【００２４】
この発明のさらに別の観点によれば、携帯機器本体と、携帯機器用ストラップと、このス
トラップが装着されるストラップ装着具であって、前壁、後壁、これら両壁の上端部どう
しを連結する連結壁を有し、前壁に、この前壁を貫通する窓穴が設けられ、この窓穴内に
、窓穴の下縁部から一体に張り出した、前記ストラップを着脱可能に装着するためのフッ
クが設けられているストラップ装着具とを備えてなる携帯機器が提供される。
【００２５】
ここで、「携帯機器本体」とは、携帯電話機、ＰＨＳ電話機、使い捨てカメラなどの携帯
機器のうち、携帯機器用ストラップだけを排除した残りの部分全体をいうものとする。
【００２６】
このような携帯機器によれば、携帯機器本体に加えて、携帯機器用ストラップとストラッ
プ装着具とが備わっているので、特別な用具によることなく、携帯機器本体を、ストラッ
プ装着具とストラップとを介して所望箇所に取り付けることができる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明に係る１つの実施の形態を図面に基づいて説明する。なお、この発明はこ
れによって限定されるものではない。
【００２８】
図１および図２に示すように、この発明に係る１つの実施の形態である携帯機器用ストラ
ップ装着具Ｄは、プラスチック射出成形により形成され、正面形状が略長方形である前壁
１と、正面形状が略長方形である後壁２と、これら両壁１・２の上端部１ａ・２ａどうし
を連結する連結壁３とを備えてなる。
【００２９】
このストラップ装着具Ｄは、前壁１、後壁２および連結壁３により弾性変形可能なもので
あり、所望箇所、すなわち、各種のバッグや鞄の袋部における口縁部分、あるいは衣服の
ポケットの口縁部分や腰ベルトなどに、前壁１および後壁２で挟んだ状態に取り付けて、
携帯電話機、ＰＨＳ電話機、使い捨てカメラなどの携帯機器のストラップを装着し、これ
らの携帯機器を保持するために用いられる。
【００３０】
前壁１および後壁２は、上端部１ａ・２ａから下端部１ｂ・２ｂまでの距離が互いに略等
しくなるように、すなわち、上下長さがともに約３８．０ｍｍに形成されている。また、
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前壁１および後壁２は、左右長さ（横幅）がともに約２６．０ｍｍに、厚さがともに約３
．０ｍｍに形成されている。前壁１の上端部１ａ後面から後壁２の上端部２ａ前面までの
距離、すなわち連結壁３の前後長さは、約８．０ｍｍにされている。また、連結壁３の厚
さは３．０ｍｍにされている。
【００３１】
前壁１の上端部１ａ側部分の前面には、このストラップ装着具Ｄの取り付けおよび取り外
しの際に指を掛けるための指掛け部４が設けられている。指掛け部４は、連結壁３から一
体に垂下する垂直部分４ａと、この垂直部分４ａから一体に後壁２の下端部２ｂ側部分へ
向かうように傾斜する傾斜部分４ｂとからなり、縦断面形状が略「く」の字状に、また正
面形状が略長方形に形成されている。指掛け部４は、その上下長さ（垂直部分４ａの上端
から傾斜部分４ｂの下端までの距離）が約１６．０ｍｍにされ、その左右長さ（横幅）が
前壁１のそれと等しい約２６．０ｍｍに形成されている。
【００３２】
前壁１の下端部１ｂ側部分の中央には、この部分を貫通する窓穴５が設けられている。窓
穴５は、その正面形状が略楕円形であり、その上下長さ（縦幅）が約１２．０ｍｍに、左
右長さ（横幅）が約１８．０ｍｍに形成されている。
【００３３】
窓穴５内には、携帯機器用ストラップ１０を着脱可能に装着するためのフック６が設けら
れている。このフック６は、窓穴５の下縁部５ｃから一体に張り出したものであり、窓穴
５の下縁部５ｃから上方へ略真っ直ぐに延びる１つの装着部６ａと、装着部６ａの上端部
分付近から窓穴５の上縁部５ａおよび側縁部５ｂ・５ｂに沿って互いに反対側へ下端部分
付近まで湾曲状に延びる一対の抜止部６ｂ・６ｂとからなっている。
【００３４】
装着部６ａは、ストラップ１０の装着部分（折り返し部分）１０ａを装着部６ａの後面側
に位置させ、それ以外の部分１０ｂを窓穴５の下縁部５ｃから前壁１の下端部１ｂ側部分
の前面側へ位置させた状態に、あるいは、ストラップ１０の装着部分１０ａを装着部６ａ
の前面側に位置させ、それ以外の部分１０ｂを窓穴５の下縁部５ｃから前壁１の下端部１
ｂ側部分の後面側へ位置させた状態に、ストラップ１０を吊り下げ装着する箇所である。
【００３５】
一対の抜止部６ｂ・６ｂは、装着部６ａに装着されたストラップ１０が装着部６ａから抜
け外れるのを防止する部分である。
【００３６】
装着部６ａは、その上下長さ（下端部分から上端部分までの距離）が約１２．０ｍｍに形
成され、左右長さ（横幅）が約４．０ｍｍに形成されている。
【００３７】
それぞれの抜止部６ｂ・６ｂは、その上下長さ（下端部分から上端部分までの直線距離）
が約８．０ｍｍに形成され、湾曲した部分の横断幅が約２．０ｍｍに形成されている。
【００３８】
フック６は、その上端部分から窓穴５の上縁部５ａまでの距離が約２．０ｍｍであり、そ
の側端部分から窓穴５の側縁部５ｂ・５ｂまでの距離が約３．０ｍｍであり、その下端部
分から窓穴５の下縁部５ｃまでの距離が約２．０ｍｍであるように形成されている。
【００３９】
図３に、以上のように形成されたストラップ装着具Ｄを所望箇所の１つであるズボンの腰
ベルト２０の一部に取り付けた場合の例を示す。この場合において、ストラップ１０は、
携帯機器の１種である携帯電話機３０に備わっているものである。
【００４０】
ストラップ装着具Ｄをズボンの腰ベルト２０に取り付けるときには、指掛け部４を人指し
指と中指とで支え、親指を連結壁３に当てて、前壁１の下端部１ｂと後壁２の下端部２ｂ
とで腰ベルト２０の上縁部を挟むようにストラップ装着具Ｄを配置し、そのまま押し下げ
る。
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【００４１】
腰ベルト２０に取り付けたストラップ装着具Ｄには、図１～図３に示すように、携帯電話
機３０に結び付けられたストラップ１０の装着部分（折り返し部分）１０ａをフック６の
装着部６ａの後面側に位置させ、それ以外の部分１０ｂを窓穴５の下縁部５ｃから前壁１
の前面側へ位置させた状態に、ストラップ１０を吊り下げ装着する。
【００４２】
携帯電話機３０の使用は、このストラップ装着具Ｄを腰ベルト２０から取り外した状態で
行う。ストラップ装着具Ｄを腰ベルト２０から取り外すときには、親指を連結壁３に添え
、人指し指と中指とを指掛け部４に掛けて引き上げる。腰ベルト２０から取り外した携帯
電話機３０のストラップ１０は、このストラップ装着具Ｄに装着された状態のままにして
おくのが普通である。携帯電話機３０の使用が終わると、携帯電話機３０に結び付けられ
たストラップ１０が装着されたストラップ装着具Ｄを腰ベルト２０に再び取り付ける。
【００４３】
なお、フック６の装着部６ａに装着されたストラップ１０は、一対の抜止部６ｂ・６ｂに
よって装着部６ａからの抜け外れが防止されているので、意識して装着部６ａから取り外
さない限り、少々の動きにより装着部６ａから抜け外れるおそれがない。
【００４４】
図４には、自動車５０の運転席に座った人が、ストラップ装着具Ｄをズボンの腰ベルト２
０の一部に取り付けて、破線で表わすように携帯電話機３０をズボンの横ポケット２１に
収納している場合の例を示す。また、図５には、電車６０の座席に腰を降ろした人が、ス
トラップ装着具Ｄをズボンの腰ベルト２０の一部に取り付けて、破線で表わすように携帯
電話機３０をズボンの横ポケット２１に収納している場合の例を示す。
【００４５】
これらの場合において、携帯電話機３０のストラップ１０がストラップ装着具Ｄに前記の
ように装着されているので、自動車５０の運転席へ乗り降りする際や、電車６０の座席に
腰を降ろしたり座席から立ち上がったりする際などに、実線で表わすように携帯電話機３
０がズボンの横ポケット２１から滑り出るようなことがあっても、携帯電話機３０が横ポ
ケット２１からフロア５１や通路６１などへ落ちるおそれを簡単かつ確実に防止すること
ができる。
【００４６】
この発明に係る１つの実施の形態であるストラップ装着具Ｄにあっては、前壁１と、後壁
２と、両壁１・２の上端部１ａ・２ａどうしを連結する連結壁３とを備えてなり、前壁１
に、これを貫通する窓穴５が設けられ、窓穴５内に、窓穴５の下縁部５ｃから一体に張り
出した、携帯電話機３０のストラップ１０を着脱可能に装着するためのフック６が設けら
れている。従って、携帯電話機３０に結び付けられたストラップ１０をフック６に装着し
て、このストラップ装着具Ｄを、所望箇所である、各種のバッグや鞄の袋部における口縁
部分、あるいは衣服のポケットの口縁部分や腰ベルト２０などに、前壁１および後壁２で
挟んだ状態に取り付けることで、携帯電話機３０がこれらのバッグや鞄、あるいは衣服の
ポケットなどから滑り落ちるおそれを簡単かつ確実に防止することができる。
【００４７】
また、このストラップ装着具Ｄにあっては、窓穴５が前壁１の下端部１ｂ側部分にあるこ
とで、前壁１のうち、窓穴５の設けられていない上端部１ａ側部分を主として所望箇所へ
の取り付けおよび所望箇所における保持のために利用することができるので、ストラップ
装着具Ｄの同箇所への取り付けおよび同箇所における保持をより確実に行うことができる
。
【００４８】
さらに、このストラップ装着具Ｄにあっては、窓穴５の正面形状が略楕円形に構成されて
いるので、他の正面形状、例えば略方形に構成した場合に比べて窓穴５の専有面積をでき
るだけ少なくすることが可能になり、前壁１の強度低下を極力、抑えることができる上、
見栄えもよい。
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【００４９】
しかも、このストラップ装着具Ｄにあっては、フック６が、特徴ある形状の装着部６ａお
よび抜止部６ｂからなっているので、フック６の装着部６ａに装着したストラップ１０の
抜け外れを抜止部６ｂにより簡単かつ確実に防止することができる上、デザイン的にも優
れている。
【００５０】
加えて、このストラップ装着具Ｄにあっては、前壁１および後壁２が、上端部１ａ・２ａ
から下端部１ｂ・２ｂまでの距離が互いに略等しくなるように形成されたことで、前壁１
および後壁２の上下長さが互いに略等しくなるので、両壁１・２の上下長さが互いに異な
る場合に比べて、所望箇所におけるストラップ装着具Ｄの保持をいっそうしっかり行うこ
とができる上、同箇所からのストラップ装着具Ｄの抜け外れをいっそう確実に防止するこ
とができる。
【００５１】
その上、このストラップ装着具Ｄにあっては、前壁１の上端部１ａ側部分の前面に、この
ストラップ装着具Ｄの取り付けおよび取り外しの際に指を掛けるための指掛け部４が設け
られているので、このような指掛け部４が設けられていない場合に比べ、ストラップ装着
具Ｄの所望箇所への取り付けおよび同箇所からの取り外しを指掛け部４と連結壁３とを利
用していっそう容易かつ確実に行うことができる。
【００５２】
【発明の効果】
この発明における請求項１記載の携帯機器用ストラップ装着具にあっては、前壁と、後壁
と、これら両壁の上端部どうしを連結する連結壁とを備えてなり、前壁に、この前壁を貫
通する窓穴が設けられ、この窓穴内に、窓穴の下縁部から一体に張り出した、携帯機器用
ストラップを着脱可能に装着するためのフックが設けられている。従って、ストラップを
フックに装着して、このストラップ装着具を、所望箇所である、各種のバッグや鞄の袋部
における口縁部分、あるいは衣服のポケットの口縁部分や腰ベルトなどに、前壁および後
壁で挟んだ状態に取り付けることで、携帯機器がこれらのバッグや鞄、あるいは衣服のポ
ケットなどから滑り落ちるおそれを簡単かつ確実に防止することができる。
【００５３】
この発明における請求項２記載の携帯機器用ストラップ装着具にあっては、窓穴が、前壁
の下端部側部分に設けられていることで、前壁のうち、窓穴の設けられていない上端部側
部分を主として所望箇所への取り付けおよび所望箇所における保持のために利用すること
ができるので、ストラップ装着具の同箇所への取り付けおよび同箇所における保持をより
確実に行うことができる。また、窓穴の正面形状が略楕円形に構成されているので、他の
正面形状、例えば略方形に構成した場合に比べて窓穴の専有面積をできるだけ少なくする
ことが可能になり、前壁の強度低下を極力、抑えることができる上、見栄えもよい。
【００５４】
この発明における請求項３記載の携帯機器用ストラップ装着具にあっては、前壁および後
壁が、上端部から下端部までの距離が互いに略等しくなるように形成されたことで、前壁
および後壁の上下長さが互いに略等しくなるので、これら両壁の上下長さが互いに異なる
場合に比べて、所望箇所におけるストラップ装着具の保持をいっそうしっかり行うことが
できる上、同箇所からのストラップ装着具の抜け外れをいっそう確実に防止することがで
きる。また、前壁の上端部側部分の前面に、このストラップ装着具の取り付けおよび取り
外しの際に指を掛けるための指掛け部が設けられているので、このような指掛け部が設け
られていない場合に比べ、ストラップ装着具の所望箇所への取り付けおよび同箇所からの
取り外しを指掛け部と連結壁とを利用していっそう容易かつ確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、この発明の実施の形態に係る携帯機器用ストラップ装着具の正面図であ
る。
【図２】図２は、図１のストラップ装着具の側面図である。

10

20

30

40

50

(7) JP 3584232 B2 2004.11.4



【図３】図３は、図１のストラップ装着具を所望箇所に取り付けたときの斜視図である。
【図４】図４は、図１のストラップ装着具を所望箇所に取り付けて自動車に乗ったときの
側面図である。
【図５】図５は、図１のストラップ装着具を所望箇所に取り付けて電車の座席に座ったと
きの側面図である。
【符号の説明】
１　　　前壁
１ａ　　上端部
１ｂ　　下端部
２　　　後壁
２ａ　　上端部
２ｂ　　下端部
３　　　連結壁
４　　　指掛け部
５　　　窓穴
５ａ　　上縁部
５ｂ　　側縁部
５ｃ　　下縁部
６　　　フック
６ａ　　装着部
６ｂ　　抜止部
１０　　　ストラップ
２０　　　腰ベルト
３０　　　携帯電話機
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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